
富⼠ホーニング⼯業株式会社 健康経営戦略マップ

⼈的健康資源

健康投資
健康関連の最終的な⽬標指標

従業員等の意識変容・
⾏動変容に関する指標

健康投資施策の取組状況に
関する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい

経営課題

定期健診実施

健康増進施策実施

コミュニケーション
施策

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

禁煙セミナー参加者数
の増加

睡眠セミナー参加者数
の増加

有所⾒フォロー⾯談者
数の増加

取得率100％達成

イベント参加率の向上

プログラム参加率の
向上

従業員⼀⼈⼀⼈が個性と
能⼒を最⼤限発揮できるよ
うに、安全・快適で明るく、
健康的な職場を実現するこ
とで従業員が健康で活き活
きと仕事に誇りと熱意をもっ
て取組み、⽣産性の向上に
努める

休暇制度
コミュニケーションツールの活

⽤
健康経営に関する理念

組織⾵⼟
健康経営に対する経営
者・役員のコミットメント

環境健康資源

快適職場づくり

健康資源

従業員1⼈当たりの営業利益の増加

企業価値

退職した従業員等含む富⼠ホーニング⼯業従業員が⾼いＱＯＬを維持すること

社会的価値

年間総労働時間
ウォーキングイベントの

参加率
禁煙セミナー参加者数

喫煙者⽐率

ワーク・エンゲイジメントの
向上

プレゼンティーズムの低減
（⾼ストレス者の低減）

アブセンティーズムの
低減

(健康問題による⽋勤)

健全な⾷⽣活を送る
従業員等の割合の

向上

喫煙者⽐率の低下

睡眠時間の増加

運動習慣のある従業
員等の割合の向上

年間総労働時間の
削減

ライフ時間の増加

ウエルネスPDSA
プログラムの参加率

睡眠セミナーの参加者数
有所⾒者フォローの
⾯談者数

運動習慣のある
従業員等の割合

健全な⾷⽣活を送る
従業員等の割合

睡眠時間 ストレスレベルコミュニケーション ワーク・エンゲージメント プレゼンティーズム アブセンティーズム

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数
の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を
「様々な効果に関連する健康投資」とする。

体組成（筋⾁量・
体脂肪）数値の改善

ストレスレベルの低下

有所⾒率の低減

テレワーク実施率の
向上

ウォーキングイベントの実
施

睡眠セミナーの実施

ウエルネスPDSA
プログラムの実施

有所⾒者フォロー⾯談
の実施

禁煙セミナーの実施

有給休暇（最低9
⽇）/ワークライフバラン
ス休暇（年間5⽇）
強制取得制度の実施

テレワークの推進

⼀⽇所定労働時間の
削減

年間総労働時間削減
施策

ヘルスリテラシー向上


